
生
産
高
４
年
ぶ
り
増
業
界
活
性
化
策
も
寄
与
ア
ジ
ア
の
需
要
旺
盛

清
水
克
己
理
事
長
滋
賀
バ
ル
ブ
協
同
組
合

ビ
ワ
ラ
イ
ト
に
世
界
が
注
目

メ
ッ
セ
ー
ジ

　
滋
賀
県
彦
根
地
区
は
、
１
２
０
年

以
上
の
歴
史
を
誇
る
全
国
唯
一
の
バ

ル
ブ
産
業
の
集
積
地
で
す
。
水
道

用
、
産
業
用
、
船
舶
用
な
ど
の
市
場

に
向
け
て
、
多
種
多
様
の
バ
ル
ブ
を

製
作
す
る
メ
ー
カ
ー
が
数
多
く
集
ま

っ
て
い
ま
す
。
滋
賀
県
を
代
表
す
る

地
場
産
業
の
一
つ
と
し
て
認
知
さ
れ

て
い
ま
す
。
彦
根
市
に
置
か
れ
た
滋

賀
県
の
「
滋
賀
県
東
北
部
工
業
技
術

セ
ン
タ
ー
彦
根
庁
舎
」
で
は
、
バ
ル

ブ
に
関
す
る
技
術
指
導
や
材
料
分

析
、
材
料
試
験
、
耐
圧
検
査
な
ど
を

行
う
な
ど
、
バ
ル
ブ
産
業
の
振
興
を

後
押
し
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
３
年
１
月
、
当
組
合
が
中

心
と
な
り
、
産
官
学
の
取
り
組
み
で

開
発
に
成
功
し
た
鉛
フ
リ
ー
銅
合
金

「
ビ
ワ
ラ
イ
ト
」
が
米
国
展
開
を
始

め
ま
し
た
。
「
ビ
ワ
ラ
イ
ト
」
は
滋

賀
バ
ル
ブ
協
同
組
合
お
よ
び
滋
賀
県

が
特
許
を
持
つ
新
素
材
で
あ
り
、
彦

根
発
の
素
材
で
す
。
今
後
の
展
開
に

世
界
が
注
目
し
て
お
り
、
産
地
の
活

性
化
に
も
つ
な
が
る
と
期
待
す
る
と

と
と
も
に
、
彦
根
の
バ
ル
ブ
業
界

は
、
高
い
技
術
と
品
質
で
さ
ま
ざ
ま

な
バ
ル
ブ
を
提
供
し
続
け
て
ま
い
り

ま
す
。

　
滋
賀
県
彦
根
市
を
中
心
と
し
た
琵
琶
湖
東
部
一
帯
は
、
バ
ル
ブ
産
業
の
一
大
産
地

を
形
成
し
て
い
る
。

数
社
の
ブ
ラ
ン
ド
メ
ー
カ
ー
と
そ
れ
を
支
え
る
約

社
の
関

連
産
業
が
産
地
を
形
成
、
従
業
員
は
１
５
０
０
人
を
超
え
る
。
バ
ル
ブ
メ
ー
カ
ー
は

全
国
に
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
の
規
模
で
集
積
す
る
地
は
他
に
な
く
、
年
間
生
産
高
２

０
０
億
円
超
と
い
う
滋
賀
県
下
で
は
最
大
規
模
の
地
場
産
業
と
な
っ
て
い
る
。

バ
ル
ブ
の
総
合
供
給
基
地
滋
賀
・
彦
根
バ
ル
ブ
産
業
界

▲

米国展開が本格化鉛フリー銅合金「ビワライト」

バ
ル
ブ
の
製
造
現

場
、
こ
れ
か
ら
の

活
況
が
期
待
さ
れ

る

　
産
地
振
興
に
も
余
念
が
な

い
。
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

会
員
リ
ン
ク
で
は
毎
年
、
製

品
な
ど
最
新
情
報
を
提
供
す

る
。
効
果
的
と
好
評
な
の
が

研
修
事
業
だ
。
講
義
や
実
習

で
鋳
物
の
基
礎
を
研
修
す

る
。
モ
ノ
づ
く
り
を
素
材
か

ら
総
合
的
に
学
習
で
き
る
と

あ
っ
て
、
す
ぐ
に
定
員
に
達

す
る
人
気
と
い
う
。

　
「
ビ
ワ
ラ
イ
ト
」
の
注
目

も
よ
り
高
ま
っ
て
き
た
。
関

西
大
学
や
東
北
部
工
業
技
術

セ
ン
タ
ー
な
ど
と
共
同
開
発

し
た
銅
合
金
鋳
物
で
、

年

に
Ｊ
Ｉ
Ｓ
の
Ｃ
Ａ
Ｃ
４
１
１

に
認
定
さ
れ
て
い
る
。
国
内

は
も
と
よ
り
海
外
で
の
バ
ル

ブ
製
品
へ
の
活
用
が
期
待
さ

れ
、
ビ
ワ
ラ
イ
ト

同
彦
根

市

は
こ
の
ほ
ど
米
国
の
イ

ン
ゴ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
最
大
手

の
ア
イ
シ
ュ
ー
マ
ン

オ
ハ

イ
オ
州

に
製
法
を
ラ
イ
セ

ン
ス
供
与
し
た
。
ア
イ
社
は

月
１
０
０
０

を
当
面
の
生

産
目
標
に
し
て
お
り
、
ラ
イ

セ
ン
ス
収
入
が
見
込
め
る
。

す
で
に
米
国
の
ポ
ン
プ
や
バ

ル
ブ
な
ど
の
大
手
２
社
が
評

価
し
、
採
用
を
決
め
て
い

る
。

　
米
国
で
は

年
の
水
道
機

器
の
鉛
含
有
量
規
制
強
化
を

控
え
、
鉛
フ
リ
ー
銅
合
金
へ

の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
、
提
携
先
の
ア
イ
シ
ュ

ー
マ
ン
の
世
界
へ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
期
待
で

き
る
。
米
国
で
評

価
さ
れ
た
こ
と

で
、
彦
根
の
バ
ル

ブ
産
業
の
認
知
向

上
な
ど
業
界
活
性

化
に
つ
な
が
り
そ

う
だ
。

（ ） 【広告特集】 ２０１３年 平成２５年 ４月２３日 火曜日 　　

　
ブ
ラ
ン
ド
メ
ー
カ
ー
な
ど

で
構
成
す
る
滋
賀
バ
ル
ブ
協

同
組
合

滋
賀
県
彦
根
市

が
中
心
と
な
っ
て
産
業
活
性

化
へ
と
取
り
組
み
、
２
０
１

２
年
の
生
産
高
は
４
年
ぶ
り

に
前
年
を
上
ま
わ
っ
た
。
ま

た
、
同
組
合
な
ど
産
学
官
連

携
で
開
発
し
た
鉛
フ
リ
ー
銅

合
金
「
ビ
ワ
ラ
イ
ト
」
が
米

国
の
イ
ン
ゴ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー

最
大
手
の
ア
イ
シ
ュ
ー
マ
ン

オ
ハ
イ
オ
州

に
製
法
の

ラ
イ
セ
ン
ス
供
与
が
決
ま
る

な
ど
明
る
さ
は
着
実
に
増
し

て
い
る
。

　
バ
ル
ブ
は
管
な
ど
を
流
れ

る
気
体
や
液
体
の
流
れ
を
止

め
る
な
ど
調
整
す
る
装
置
。

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
用
さ

れ
、
生
活
に
は
欠
か
せ
な

い
。
水
道
用
は
上
下
水
道
、

工
業
や
農
業
用
水
な
ど
の
配

管
に
、
産
業
用
は
製
鉄
や
ガ

ス
、
電
力
、
石
油
な
ど
工
場

機
械
の
配
管
に
、
船
用
は
タ

ン
カ
ー
や
コ
ン
テ
ナ
船
な
ど

配
管
の
要
所
に
使
わ
れ
て
い

る
。

　
滋
賀
バ
ル
ブ
協
同
組
合
が

ま
と
め
た

年

１
―

月

の
生
産
高
調
査
に
よ
る

と
、
前
年
比
１
・
１
％
増
の

２
１
４
億
５
８
０
０
万
円
と

わ
ず
か
な
が
ら
だ
が
４
年
ぶ

り
に
前
年
を
上
ま
わ
っ
た
。

内
訳
を
見
る
と
用
途
別
で
は

産
業
用
が
同
６
・
１
％
増
の

億
３
３
０
０
万
円
と
３
年

連
続
で
増
加
し
た
。
水
道
用

は
同
０
・
２
％
減
の

億
５

６
０
０
万
円
で
ほ
ぼ
横
ば

い
、
船
用
は
同
９
・
８
％
減

の

億
２
１
０
０
万
円
と
落

ち
込
ん
だ
。
ま
た
、
鋳
物
素

材
も
同
７
・
９
％
減
の
８
億

４
７
０
０
万
円
。
ア
ジ
ア
の

旺
盛
な
需
要
に
支
え
ら
れ
た

国
内
産
業
用
の
活
況
な
ど
で

４
年
ぶ
り
の
前
年
超
え
と
な

っ
た
。

　

年
は
震
災
復
興
や
上
下

水
道
な
ど
イ
ン
フ
ラ
更
新
、

円
安
に
よ
る
造
船
産
業
の
回

復
な
ど
が
期
待
で
き
、
さ
ら

に
生
産
高
は
増
え
る
と
予
想

し
て
い
る
。


